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１
．
は
じ
め
に

　

近
年
、
日
本
で
は
、
労
働
紛
争
解
決
を
行

う
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
き
た
。
集
団
的
労
働

紛
争
を
取
り
扱
う
労
働
委
員
会
の
ほ
か
に
、

個
別
労
働
紛
争
を
取
り
扱
う
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
各
県

の
労
働
局
の
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指
導
、

紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
、
ま
た
、

二
〇
〇
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
労
働
審
判
制
度

が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
各
都
道
府
県
の
労

政
事
務
所
も
あ
っ
せ
ん
等
を
通
じ
て
労
働
紛

争
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

以
上
の
行
政
・
司
法
機
関
以
外
に
以
前
か

ら
労
働
紛
争
の
解
決
・
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
企
業
の
外
に
組
織
さ
れ
て
い
る
労

働
組
合
で
あ
る
。
主
た
る
労
働
組
合
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
、
全
国
一
般
、

地
方
連
合
会
の
ユ
ニ
オ
ン
等
が
あ
げ
ら
れ
よ

う
。

　

こ
こ
で
は
、
二
〇
〇
七
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
る
「
労
働
組
合
の
労
働
紛
争
解
決
・
予

防
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
研
究
」
の
一
環

と
し
て
行
っ
た
調
査（
１
）
の
結
果
の
一
部
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

２ 

．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン

の
労
働
紛
争
解
決
・
予
防

（
１
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
と
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
と
は
、
地
域

社
会
に
根
を
も
っ
た
労
働
組
合（
２
）
と
し
て
、

パ
ー
ト
で
も
派
遣
で
も
、
外
国
人
で
も
、
だ

れ
で
も
一
人
で
も
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
る
労
働

組
合（
３
）
の
こ
と
を
言
う
。
一
九
八
四
年
、

「
ふ
れ
愛　

ゆ
う
愛　

た
す
け
愛
」
を
合
言

葉
に
し
て
結
成
さ
れ
た
江
戸
川
ユ
ニ
オ
ン
が

最
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
で
あ
る
。

そ
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
全

国
各
地
で
結
成
さ
れ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ユ
ニ
オ
ン
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て

い
る
ユ
ニ
オ
ン
は
、
二
〇
〇
八
年
六
月
現
在
、

三
〇
都
道
府
県
に
七
一
ユ
ニ
オ
ン
を
数
え
て

お
り
、
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
員
数
は
約
一
万
五

〇
〇
〇
人
に
達
し
て
い
る
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ユ
ニ
オ
ン
は
、
基
本
的
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

た
労
働
組
合
で
あ
る
の
で
、
活
動
も
一
様
で

は
な
い
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
共
通
し
た
活
動
と

し
て
、
労
働
紛
争
の
解
決
活
動
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る（
４
）。

（
２
）
労
働
紛
争
解
決
の
３
タ
イ
プ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
労
働
紛
争

解
決
は
、
労
働
紛
争
を
抱
え
て
い
る
労
働
者

が
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

が
、
解
決
方
法
は
概
ね
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分

け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
自
主
解
決
で
あ
る
。

ユ
ニ
オ
ン
が
、
紛
争
解
決
の
た
め
に
加
入
し

た
組
合
員
の
会
社
に
対
し
、
団
交
の
申
し
入

れ
を
行
い
、
そ
の
会
社
と
の
交
渉
で
紛
争
を

解
決
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
大
半
の
労
働
紛

争
が
自
主
解
決
に
よ
っ
て
終
結
す
る
。
第
二

に
、
労
働
委
員
会
を
介
し
た
解
決
で
あ
る
。

ユ
ニ
オ
ン
が
、
自
主
解
決
を
試
み
る
が
、
会

社
側
が
団
交
に
応
じ
な
い
等
の
対
応
の
た
め

に
、
労
働
委
員
会
に
不
当
労
働
行
為
の
審
査

や
労
働
争
議
の
調
整
を
申
請
し
て
解
決
す
る

タ
イ
プ
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
、
労
働
委
員

会
で
取
り
扱
わ
れ
た
不
当
労
働
行
為
事
件
数

（
新
規
、
初
審
）
は
二
九
四
件
で
あ
る
が
、

そ
の
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
関
係

の
件
数
は
一
四
六
件
と
全
体
事
件
数
の
四

九
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
争

議
調
整
事
件
は
、
五
五
九
件
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
関

係
の
件
数
は
三
三
三
件
と
全
体
の
五
九
・
六

％
に
の
ぼ
る（
５
）。
第
三
に
、
裁
判
、
労
働

審
判
等
の
司
法
機
関
を
通
じ
た
解
決
で
あ
る
。

ユ
ニ
オ
ン
が
、
労
働
委
員
会
を
介
し
て
で
も

解
決
で
き
な
い
か
あ
る
い
は
労
働
委
員
会
を

介
さ
ず
に
直
接
司
法
機
関
を
通
じ
て
労
働
紛

争
を
解
決
し
て
い
る
が
、
迅
速
な
解
決
を
求

め
て
労
働
審
判
を
活
用
す
る
ケ
ー
ス
が
最
近

増
加
し
て
い
る
。
労
働
審
判
の
際
に
、
事
件

を
労
働
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

ユ
ニ
オ
ン
が
直
接
労
働
審
判
の
申
請
書
を
書

い
た
上
で
、
労
働
紛
争
を
抱
え
て
い
る
労
働

者
本
人
が
そ
れ
を
提
出
し
審
判
に
臨
む
こ
と

も
あ
る
。

３ 

．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン

の
事
例
：
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン

の
労
働
紛
争
解
決
・
予
防
へ
の

取
り
組
み

（
１
）
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
の
概
要

　

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
は
、
一
九
九
六
年
一

二
月
に
結
成
さ
れ
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
が
、

組
合
員
数
は
二
〇
〇
八
年
五
月
現
在
、
約
五

九
〇
人
を
数
え
る
。
組
合
員
数
は
、
ユ
ニ
オ

ン
へ
の
加
入
・
脱
退
が
激
し
い（
６
）
も
の
の
、

労
働
組
合
の
労
働
紛
争
解
決
・

予
防
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
研
究

　
　
　
　

―
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
事
例
を
中
心
に

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員　

呉
学
殊

コミュニティ・ユニオンで構成する全国コミュニティ・ユニオン連
合会（全国ユニオン）結成大会の様子（2002 年 11 月）
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増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
の
事
務
局
は
、
専
従

者
と
し
て
は
志
水
輝
美
書
記
長
、
Ｔ
書
記
次

長
が
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

三
人
、
パ
ー
ト
職
員
一
人
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
財
政
は
、
組
合
費
、
入
会
金
、
カ
ン
パ
、

物
品
販
売
等
で
ま
か
な
っ
て
い
る
が
、
組
合

費
は
、
基
準
内
賃
金
の
一
・
五
％
（
但
し
、

下
限
一
〇
〇
〇
円
、
上
限
四
〇
〇
〇
円
）
で

あ
り
、
入
会
金
は
三
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
組

合
員
の
組
合
脱
退
は
自
由
で
あ
る
が
、
組
合

費
は
原
則
と
し
て
一
年
間
の
支
払
義
務
が
あ

る
。

（
２
）
労
働
紛
争
の
解

決
・
予
防
へ
の
取
り
組

み―
―

労
働
紛
争
の
解

決
　

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン

は
、
訪
問
す
る
相
談
者

に
対
し
、
労
働
局
や
県

労
働
福
祉
事
業
所
の
あ

っ
せ
ん
制
度
、
裁
判
の

仮
処
分
、
本
裁
判
、
少

額
訴
訟
、
労
働
審
判
、

そ
し
て
ユ
ニ
オ
ン
の
団

体
交
渉
と
い
う
労
働
紛

争
解
決
手
段
の
特
徴
な

ど
を
説
明
し
た
う
え
で
、

相
談
者
自
ら
が
解
決
手

段
の
選
択
を
お
こ
な
う

よ
う
に
し
、
ユ
ニ
オ
ン

を
選
択
し
た
場
合
に
は
、

要
求
の
整
理
、
ユ
ニ
オ

ン
へ
の
加
入（
７
）
と
そ

れ
の
会
社
へ
の
通
知
手

続
き
と
と
も
に
団
体
交

渉
の
申
し
入
れ
を
行
う
。

　

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン

は
、
連
合
福
岡
の
労
働
相
談
を
担
当
し
て
い

る
た
め
、
連
合
福
岡
に
く
る
相
談
は
そ
の
媒

体
が
電
話
で
あ
れ
、
直
接
訪
問
で
あ
れ
自
動

的
に
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
労
働
相
談
件
数
は
、
表
の

と
お
り
、
二
〇
〇
三
年
度
九
二
八
件
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
一
日
約
二

件
の
相
談
が
く
る
頻
度
で
あ
る
。
二
〇
〇
七

年
度
の
労
働
相
談
を
雇
用
形
態
別
に
分
類
す

る
と
、
正
社
員
五
三
・
七
％
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
一
二
・
六
％
、
派
遣
社
員
八
・
六
％
、

契
約
社
員
七
・
七
％
、
ア
ル
バ
イ
ト
五
・
一

％
、
そ
し
て
そ
の
他
が
一
二
・
二
％
で
あ
っ

た
。

　

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
は
、
一
九
九
六
年
一

二
月
結
成
以
来
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
約
一
一

年
間
、
六
九
三
件
（
組
合
員
ベ
ー
ス
一
三
七

四
人（
８
））
に
上
る
個
別
労
働
紛
争
事
件
を

受
け
付
け
、
団
交
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

事
件
の
内
容
は
、表
の
と
お
り
、雇
用
七
〇
・

〇
％
、
賃
金
一
六
・
七
％
、
労
働
契
約
六
・

一
％
、
そ
の
他
七
・
二
％
で
あ
っ
た
。
解
決

方
法
と
し
て
団
交
な
ど
に
よ
る
自
主
解
決
が

七
九
・
九
％
と
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
労
働

委
員
会
（
一
一
・
六
％
）
や
裁
判
（
八
・
五

％
）
ま
で
行
く
こ
と
も
あ
る
。

　

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
が
二
〇
〇
六
年
一
〇

月
か
ら
二
〇
〇
七
年
九
月
ま
で
の
一
年
間
、

労
働
紛
争
解
決
の
た
め
に
当
該
会
社
に
団
交

申
し
入
れ
を
行
っ
た
四
一
紛
争
事
件
の
労
働

者
を
雇
用
形
態
や
性
別
に
み
る
と
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
一
件
、
派
遣
一
件
、
契
約
社
員
五

件
、
そ
し
て
正
社
員
三
四
件
と
正
社
員
が
圧

倒
的
に
多
く
、
性
別
で
は
、
男
性
二
六
件
、

女
性
一
九
件（
９
）
と
男
性
の
ほ
う
が
多
か
っ

た
。

　

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
が
、
自
主
解
決
に
至

ら
ず
、
労
働
委
員
会
や
労
働
審
判
な
ど
に
持

ち
込
ん
だ
労
働
紛
争
件
数
は
二
〇
〇
六
年
六

月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
の
一
年
強
で
一
六
件

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
労
働
委
員
会
が
七

件
、
労
働
審
判
が
七
件
、
裁
判
が
二
件
で
あ

っ
た
。
労
働
裁
判
に
持
ち
込
ま
れ
た
紛
争
事

件
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
和
解
で
解
決
さ
れ

て
い
る
。
素
早
い
解
決
を
図
る
の
に
労
働
審

判
は
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ

る
。

（
３
）
労
働
紛
争
の
予
防

　

ユ
ニ
オ
ン
の
活
動
が
労
働
紛
争
の
予
防
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン

が
一
九
九
四
年
二
月
、「
福
岡
地
区
労
セ
ン
タ

ー
・
ユ
ニ
オ
ン
福
岡
」（
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン

の
前
身
）
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
る
と
き
に
、

も
っ
と
も
早
く
反
応
し
た
の
は
福
岡
経
営
者

労
働
福
祉
協
会
と
い
う
経
営
者
団
体
で
あ
っ

た
。同
協
会
は
、一
九
九
四
年
一
月
八
日
、「
短

時
間
労
働
者
の
労
務
管
理
」
と
い
う
題
で
研

修
会
を
開
く
こ
と
と
し
、
そ
の
副
題
と
し
て

「
短
時
間
労
働
者
の
労
組『
ユ
ニ
オ
ン
福
岡
』

結
成
に
向
け
て
そ
の
対
策
を
検
討
す
る
」
と

い
う
も
の
を
付
し
た
。
そ
の
対
策
内
容
が
ど

う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
計
り
知
れ
な

い
が
、
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
が
経
営
者
の
正
常

な
労
務
管
理
を
促
し
た
の
で
は
な
い
か
と
み

ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
労
働
紛
争
が
予

防
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る

（
10
）。

　

ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
や
活
動
に
つ
い
て
は
、

地
方
紙
の
新
聞
に
よ
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
西
日
本
新
聞
（
一
九
九
六
年
三
月

九
日
）
に
よ
れ
ば
、「
ユ
ニ
オ
ン
福
岡
は
二
年

前
に
結
成
さ
れ
て
以
来
、
約
三
〇
〇
件
の
相

談
を
受
け
、
う
ち
約
七
〇
件
は
会
社
と
の
交

渉
や
地
労
委
、
地
裁
へ
の
提
訴
な
ど
を
行
っ

て
解
決
し
て
き
た
。
福
岡
地
区
労
セ
ン
タ
ー

の
事
務
局
長
（
現
、
志
水
輝
美
書
記
長
）
は

『
何
か
行
動
を
起
こ
せ
ば
道
は
開
け
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
た
。
泣
き
寝
入
り
が
一
番

い
か
ん
』
と
語
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
新
聞
記
事
が
そ
の
地
域
の
使
用
者

や
労
働
者
に
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
の
か
は

知
り
か
ね
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な

新
聞
記
事
を
見
た
使
用
者
は
、
何
か
人
事
・

労
務
問
題
を
起
こ
し
た
ら
ユ
ニ
オ
ン
に
交
渉

を
突
き
つ
け
ら
れ
る
か
、
地
労
委
や
裁
判
に

巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
問

題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
人
事
・
労
務
管
理

に
当
た
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
考
え
ら
れ

表：連合福岡ユニオンの組合加入者、労働相談件数と労使交渉件数の推移

年度 組合加入
者 相談件数 労使交渉件数

1996 330 雇用 賃金 労働契約 その他 合　　計
1997 122 448 35 6 1 7 49
1998 128 463 49 8 2 9 68
1999 109 770 49 4 2 2 57
2000 76 625 47 4 1 2 54
2001 179 816 40 5 5 5 55
2002 188 842 61 17 4 4 86
2003 156 928 60 22 5 6 93
2004 86 716 39 14 7 2 62
2005 142 745 27 12 7 6 52
2006 105 655 32 13 4 2 51
2007 112 568 　 　 　 　 66

合　　計 439 105 38 45 693

出所：1） 連合福岡ユニオン（2006）『Uni Vision　働く尊厳を求めて』（連合連合福岡ユニオン結成 10
周年記念誌）

　　　2） 連合福岡ユニオン（2008）『連合福岡ユニオン現状と課題』（2008 年 3 月 30 日、札幌パートユ
ニオン総会発表資料）

　　　3） 連合福岡ユニオン（2008）『連合福岡ユニオンの戦い』（2008 年 4 月 26 日、大分ふれあいユニ
オン大会発表資料）
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る
。

　

ま
た
、
志
水
書
記
長
は
、
使
用
者
と
パ
ー

ト
労
働
者
と
の
間
の
紛
争
を
予
防
す
る
た
め

に
、「
雇
用
契
約
書
（
パ
ー
ト
用
見
本
）」
を

独
自
に
作
成
し
、
労
働
組
合
を
通
じ
て
普
及

し
た
。
そ
れ
が
現
在
の
雇
用
通
知
書
の
原
形

と
な
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
パ

ー
ト
労
働
者
の
紛
争
予
防
に
つ
な
が
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

４
．
労
働
紛
争
解
決
の
個
別
事
例

　

こ
こ
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン

の
労
働
紛
争
解
決
活
動
を
よ
り
具
体
的
に
考

察
す
る
た
め
に
、
個
別
事
例
を
二
つ
見
る
こ

と
に
す
る（
11
）。
九
州
地
域
の
連
合
か
ご
し

ま
ユ
ニ
オ
ン
の
元
組
合
員
と
連
合
福
岡
ユ
ニ

オ
ン
の
組
合
員
の
事
例
で
あ
る
。
以
下
、
労

働
紛
争
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
解
決
プ
ロ
セ

ス
を
詳
述
す
る
。

①
Ｉ
Ｕ
さ
ん
（
連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ

ン
の
元
組
合
員
）（
12
）

〈
個
人
属
性
と
職
場
実
態
〉

　

Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
五
九
歳
の
男
性
で
、
長
い
間

大
工
の
仕
事
を
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
中
の
ベ

テ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
紛
争
時
は
五
六
歳
で
、

入
社
し
て
三
年
が
経
っ
て
い
た
。
仕
事
も
よ

く
で
き
、
仕
事
先
の
「
家
主
さ
ん
と
か
施
主

か
ら
い
い
評
価
を
も
ら
っ
て
、
次
の
担
当
も

ま
た
あ
の
人
に
っ
て
、
ま
た
、
二
回
目
の
リ

フ
ォ
ー
ム
と
か
い
ろ
い
ろ
増
築
と
か
あ
っ
た

場
合
は
、
指
名
が
私
に
」
来
る
ほ
ど
高
い
評

価
を
得
て
い
た
。
会
社
も
、
お
客
か
ら
の
高

い
評
価
を
踏
ま
え
て
、
毎
月
、
給
料
の
ほ
か

に
少
な
い
と
き
に
は
三
〇
〇
〇
円
、
多
い
と

き
に
は
五
万
円
く
ら
い
ま
で
Ｉ
Ｕ
さ
ん
に
追

給
し
た
と
い
う
。

　

Ｉ
Ｕ
さ
ん
が
二
〇
〇
五
年
一
月
ま
で
勤
め

て
い
た
会
社
は
、
住
宅
の
新
築
、
増
改
築
、

民
家
再
生
を
行
う
建
設
会
社
で
あ
る
。
二
〇

〇
六
年
現
在
、
年
商
は
約
五
億
円
、
資
本
金

は
一
六
〇
〇
万
円
で
あ
る（
13
）。
同
社
に
は
、

社
長
、
専
務
、
部
長
、
四
人
の
社
員
が
い
た

が
、「
す
べ
て
の
権
限
は
専
務
が
握
っ
て
い
て
、

社
長
は
何
の
権
限
も
な
い
」。
同
社
は
典
型

的
な
同
族
会
社
で
、
社
長
は
専
務
の
父
、
部

長
は
専
務
の
奥
さ
ん
で
あ
っ
た
。
同
社
に
は
、

社
員
の
外
に
約
一
〇
人
の
大
工
さ
ん
と
手
間

請
け
の
五
つ
の
組
（
一
組
二
人
）
が
い
た
。

大
工
さ
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
従
業
員
と
同
様
の

取
り
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
（
後
述
）。
一
方
、

手
間
請
け
は
、
会
社
と
請
負
契
約
で
仕
事
を

行
っ
て
い
る
。
一
坪
の
手
間
単
価
は
、
大
体

四
万
二
〇
〇
〇
円
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｕ

さ
ん
は
、
入
社
後
一
年
経
っ
て
「
手
間
請
け

の
ほ
う
も
あ
っ
た
ら
私
に
も
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
頼
ん
だ
が
、
専
務
が
「
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は

こ
っ
ち
（
大
工
：
筆
者
加
筆
）
の
ほ
う
で
一

本
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
と
い

う
。

〈
紛
争
の
発
生
：
労
災
保
険
申
請
の
拒
否
〉

―
―

Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
働
き
方―

―

　

Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
採
用
さ
れ
る
と
き
に
、
正
式

に
書
類
は
交
わ
し
て
い
な
か
っ
た
が（
14
）、

次
の
よ
う
な
口
頭
に
よ
る
約
束
・
指
示
を
受

け
た
。
す
な
わ
ち
、「
面
接
し
た
と
き
は
、
最

初
、
社
員
と
は
言
え
ま
せ
ん
け
ど
、
う
ち
で

ず
っ
と
働
い
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、

一
カ
月
に
一
回
お
金
が
入
り
ま
す
と
か
、
休

ん
だ
分
は
払
い
ま
せ
ん
よ
と
。
だ
か
ら
、
来

て
も
ら
っ
た
日
は
必
ず
払
い
ま
す
と
か
、
朝

八
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
の
時
間
内
で（
15
）、

昼
時
間
が
一
時
間
休
み
が
あ
っ
て
、
一
〇
時

と
三
時
は
一
〇
分
間
で
す
よ
と
。
朝
は
会
社

に
必
ず
出
勤
し
て
、
会
社
の
専
務
と
か
現
場

監
督
の
課
長
か
ら
、
き
ょ
う
は
ど
こ
ど
こ
に

行
き
な
さ
い
と
い
う
指
示
が
あ
っ
て
、
会
社

の
電
話
を
持
た
さ
れ
て
、
そ
れ
で
仕
事
場
に

行
っ
て
、
夕
方
ま
で
仕
事
を
し
た
ら
、
会
社

に
帰
っ
て
く
る
必
要
は
な
い
け
ど
、
会
社
の

携
帯
を
持
た
せ
て
い
ま
す
か
ら
、
自
分
の
電

話
じ
ゃ
な
く
て
会
社
の
携
帯
で
、
き
ょ
う
何

人
い
ま
し
た
か
と
。
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
ほ
か
に
何

人
い
ま
し
た
か
と
。
二
人
い
た
ら
二
人
分
を

申
告
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
報
告
し
な
さ
い
」
と
。

実
際
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
毎
日
出
勤
し
作
業
の

指
示
を
受
け
、
上
記
の
と
お
り
、
仕
事
の
内

容
と
人
員
な
ど
の
報
告
を
行
っ
た
そ
う
で
あ

る
。

　

休
み
は
日
曜
日
の
み
で
、
そ
の
他
は
ほ
と

ん
ど
仕
事
を
行
っ
た
と
い
う
。
仕
事
が
多
い

月
に
は
二
八
日
間
、
少
な
い
月
に
は
二
二
日

間
働
い
た
。
賃
金
は
、
日
給
月
給
制
で
入
社

当
時
は
一
日
一
万
円
で
あ
っ
た
が
、
仕
事
ぶ

り
を
見
て
二
カ
月
経
っ
て
一
日
一
〇
〇
〇
円

増
額
し
、
ま
た
、
交
通
費
も
八
〇
〇
円
つ
け

て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、
怪
我
の
前
に
ま
た

一
〇
〇
〇
円
増
額
し
て
、
最
終
的
に
は
一
日

当
た
り
一
万
二
八
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
て
い

た
。

―
労
災
の
発
生―

　

Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
二
四
日
、

社
員
な
ど
と
一
緒
に
お
客
の
新
築
の
車
庫
を

造
る
際
に
、
高
所
よ
り
転
落
し
大
け
が
を
し

た
。
傷
病
名
は
、
両
橈
骨
遠
位
端
骨
折
、
頭

蓋
骨
骨
折
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
、
右
頬
骨
骨

折
、
眼
科
（
目
の
障
害
）（
16
）
で
あ
っ
た
。

　

怪
我
の
発
生
時
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
一
緒
に
作
業
し
て
い
た
若
い
社
員

が
、
車
庫
の
上
の
屋
根
の
骨
組
み
を
つ
く
っ

て
い
た
と
き
に
、「
お
じ
さ
ん（
＝
Ｉ
Ｕ
さ
ん
）、

こ
こ
ボ
ル
ト
通
ら
な
い
よ
っ
て
。
ど
う
に
か

し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
が

「
じ
ゃ
俺
が
見
て
み
る
」
と
い
っ
て
行
っ
て

み
た
ら
、
木
の
穴
が
小
さ
く
、
ボ
ル
ト
が
通

ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
立
て

ら
れ
た
車
庫
の
壁
の
木（
17
）
の
上（
18
）
に
乗

り
、
か
が
ん
で
車
庫
の
屋
根
に
か
け
る
木
の

穴
を
掘
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ド
リ
ル
が

「
最
初
は
ス
ム
ー
ズ
に
入
っ
て
い
た
が
、
途

中
か
ら
調
子
が
悪
く
な
っ
て
（
節
に
か
み
こ

ん
で
）ド
リ
ル
の
回
転
に
負
け
て
し
ま
っ
て
」

隣
家
の
屋
根
の
な
い
車
庫
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

床
に
右
頭
を
ぶ
つ
け
る
形
で
横
に
飛
ば
さ
れ

動
く
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

　

Ｉ
Ｕ
さ
ん
が
転
落
し
怪
我
を
し
た
時
に
、

救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
現

場
に
一
緒
に
い
た
社
員
の
一
人
は
、
専
務
か

ら
「
現
場
で
怪
我
し
た
場
合
は
、
な
る
べ
く

救
急
車
を
呼
ぶ
な
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
Ｉ

Ｕ
さ
ん
の
車
で
病
院
に
運
ん
だ
と
い
う
。
病

院
で
は
、「
手
首
が
両
方
折
れ
、
顔
の
骨
も
折

れ
て
い
る
。
内
出
血
し
て
い
る
か
ら
」
と
い

う
こ
と
で
「
こ
こ
の
病
院
じ
ゃ
ち
ょ
っ
と
対

応
で
き
な
い
」
の
で
「
市
立
病
院
に
救
急
車

で
そ
の
ま
ま
転
送
さ
れ
た
」
ほ
ど
の
大
怪
我

で
あ
っ
た（
19
）。

　

Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
車
庫
を
造
る
こ
と
に
な
っ

た
時
に
、
会
社
の
社
員
に
「
脚
立
を
持
っ
て

き
な
さ
い
、
足
場
を
ど
う
す
る
の
、
足
場
を

組
ん
で
く
れ
」
と
頼
ん
だ
が
、
専
務
は
、「
足

場
を
組
む
余
裕
が
な
い
、お
金
が
な
い（
20
）」

と
そ
の
一
点
張
り
で
、
結
局
、
脚
立
も
用
意

さ
れ
ず
足
場
も
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

な
い
ま
ま
作
業
に
入
っ
た
。
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〈
紛
争
解
決
〉

―
労
災
申
請
ま
で
の
心
境―

　

Ｉ
Ｕ
さ
ん
が
、
入
院
し
て
い
た
際
、
専
務

も
社
長
も
御
見
舞
金
一
万
円
を
入
れ
て
見
舞

い
に
来
た
が
、
治
療
費
や
労
災
の
こ
と
は
一

切
口
に
し
な
い
ま
ま
だ
っ
た
（
21
）。
た
だ
、

専
務
の
口
か
ら
出
る
言
葉
は
、「
Ｉ
Ｕ
さ
ん
、

入
院
は
後
何
月
ま
で
す
か
ね
、
四
月
ま
で
だ

っ
た
ら
五
月
初
め
か
ら
仕
事
復
帰
し
て
く
だ

さ
い
ね
」
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。
Ｉ
Ｕ
さ
ん

は
、
治
療
費
が
心
配
だ
っ
た
た
め
、
入
院
後

三
日
ほ
ど
経
っ
て
専
務
を
呼
ん
だ
。
専
務
に
、

「
国
民
健
康
保
険
を
使
う
の
か
、
労
災
に
す

る
の
か
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
国

民
健
康
保
険
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
頼
ん
だ
が
、「
う
ち
じ
ゃ
前
例
が
な

い
」、
今
ま
で
の
怪
我
は
「
全
部
国
民
健
康

保
険
で
、
自
腹
で
し
て
い
ま
し
た
よ
」
と
言

わ
れ
、
国
民
健
康
保
険
を
使
う
よ
う
に
促
さ

れ
た
。
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
も
う
一
度
専
務
を
呼

ん
だ
が
、
専
務
の
話
は
仕
事
の
こ
と
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、「
入
院
の
治
療
費
の
こ
と
を
話

し
て
も
ら
え
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
」

と
い
っ
た
ら
、「
え
っ
」「
何
言
う
ん
だ
ろ
う
か

と
い
う
よ
う
な
顔
で
、
び
っ
く
り
」
さ
れ
た

と
い
う
。「
治
療
費
で
す
よ
。
こ
う
し
て
け

が
し
た
ん
だ
か
ら
、
会
社
の
ほ
う
で
面
倒
見

て
も
ら
え
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」
っ
て
Ｉ
Ｕ
さ

ん
が
言
っ
た
ら
、「
だ
め
だ
。
治
療
費
は
会
社

か
ら
一
切
出
ま
せ
ん
」（
22
）
と
言
い
返
さ
れ

た
。
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、「
労
災
に
し
て
も
ら
え
ば
、

治
療
費
は
全
部
今
ま
で
か
け
て
い
た
中
か
ら

出
る
ん
だ
か
ら
、
会
社
は
出
す
必
要
な
い
ん

で
す
よ
」
と
い
う
と
、「
そ
の
労
災
は
使
え
ま

せ
ん
」
と
の
返
事
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
奥

さ
ん
と
娘
さ
ん
も
、
病
院
の
廊
下
で
「
労
災

保
険
は
使
え
ま
せ
ん
」
と
専
務
の
奥
さ
ん
か

ら
長
い
時
間
か
け
て
説
得
さ
れ
た
と
い
う
。

　

Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
会
社
の
強
硬
な
態
度
に
折

れ
て
「
こ
れ
は
も
う
だ
め
だ
な
と
い
う
こ
と

で
」
ほ
ぼ
労
災
を
使
う
の
を
諦
め
て
、「
労
災

が
な
い
場
合
、
す
ご
い
借
金
か
、
家
を
売
る

か（
23
）
ど
っ
ち
か
せ
な
い
か
ん
な
」、「
今
ま

で
働
い
て
き
て
二
〇
何
年
間
払
っ
て
き
た
の

が
後
一
年
で
パ
ー
に
な
る（
24
）」
と
思
う
と

眠
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

入
院
し
て
約
二
週
間
経
た
な
い
う
ち
に
、

息
子
さ
ん
か
ら
「
連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ
ン

の
福
森
勉
書
記
長
に
頼
め
ば
い
い
」
と
い
わ

れ
た
。
息
子
さ
ん
は
以
前
、
不
払
い
残
業
代

の
こ
と
で
書
記
長
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
り（
25
）、
そ
れ
を
思
い
出
し
た
の
で
あ

る
。
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
結
局
、「
書
記
長
に
任
せ

た
ほ
う
が
い
い
」
と
判
断
し
、
娘
さ
ん
が
連

合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ
ン
に
連
絡
を
し
た
。
上

記
の
と
お
り
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
労
災
保
険
を
使

わ
せ
て
下
さ
い
と
頼
ん
だ
が
、
会
社
が
そ
れ

を
認
め
ず
、
結
局
、
連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ

ン
を
介
し
て
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
で
紛
争

に
発
展
し
た
。

―

連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
加
入
と

　

紛
争
解
決―

　

連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ
ン
の
福
森
書
記
長

は
、
連
絡
を
受
け
て
す
ぐ
病
院
に
駆
け
つ
け

た
。
そ
の
場
で
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
連
合
か
ご
し

ま
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
加
入
申
請
を
行
っ
た
。
書

記
長
は
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
働
き
方
か
ら
見
て
間

違
い
な
く
労
働
者
で
あ
る
の
で
、
今
回
の
怪

我
は
労
働
災
害
で
あ
る
こ
と
を
会
社
に
認
め

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
た
。
ユ
ニ

オ
ン
は
、
会
社
（
専
務
）
と
の
団
交
で
、
労

災
を
申
請
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
が
、
会
社

は
、「
請
負
だ
か
ら
労
災
は
だ
め
」
だ
と
要
求

を
拒
否
し
、
交
渉
は
決
裂
し
た
。
そ
の
時
、

書
記
長
は
、「
労
災
に
し
な
い
と
裁
判
す
る
ぞ

（
26
）」
と
会
社
に
告
げ
た
が
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
が

几
帳
面
な
方
で
、
毎
日
の
仕
事
、
勤
務
時
間

等
を
細
か
く
記
入
し
て
い
た
手
帳
が
あ
っ
た

た
め
、
裁
判
で
は
絶
対
勝
て
る
と
確
信
し
て

い
た
。
会
社
は
、
対
応
策
を
考
え
る
た
め
に
、

あ
る
社
労
士
に
相
談
に
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

書
記
長
は
、
会
社
の
代
理
人
社
労
士
と
会
い
、

労
働
者
性
に
か
か
わ
る
厚
生
労
働
省
の
報
告

書
を
見
せ
て
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
場
合
、
請
負
で

は
な
く
労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

書
記
長
は
、
組
合
の
要
求
を
会
社
が
受
け
入

れ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
裁
判
に
持
ち
込
む
こ

と
を
決
意
し
て
い
た
が
、
二
〜
三
日
後
、
そ

の
社
労
士
か
ら
、
ユ
ニ
オ
ン
の
主
張
を
全
面

的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
連
絡

を
も
ら
い
、
労
災
申
請
が
で
き
た
と
い
う
。

け
が
か
ら
約
一
カ
月
前
後
で
労
災
が
認
め
ら

れ
た
。
そ
の
た
め
、
団
交
は
一
回
だ
け
で
終

わ
り（
27
）、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
治
療
費
も
労
災
保

険
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（
28
）。

そ
れ
に
よ
り
紛
争
は
解
決
し
た
。

　

書
記
長
は
、
右
眼
が
見
え
ず
、
両
手
が
使

え
な
い
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
生
活
の
た
め
に
、
障
害

年
金
の
受
給
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
た
。

し
か
し
、
主
に
病
院
で
の
検
査
ミ
ス
で
、
失

明
し
た
は
ず
の
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
右
眼
の
視
力
が

〇
・
二
と
出
た
た
め
、
そ
れ
は
簡
単
で
は
な

か
っ
た
。
書
記
長
は
、
直
接
Ｉ
Ｕ
さ
ん
を
連

れ
て
基
準
監
督
署
に
出
向
き
、
視
力
測
定
を

し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
病
院
に
も
再
検
査
を

し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
右
眼
の
失
明
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
書
記
長
の
取
り
組

み
が
実
り
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
現
在
、
障
害
年

金（
29
）
を
受
給
し
て
い
る
。
右
眼
が
ま
っ
た

く
見
え
な
い
、
ま
た
、
手
が
思
う
よ
う
に
動

か
な
い
と
い
う
障
害
を
負
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ
ン

の
書
記
長
に
よ
っ
て
「
救
わ
れ
た
」
と
い
っ

て
同
書
記
長
を
「
神
様
み
た
い
な
ひ
と
」
と

い
い
、
書
記
長
に
助
け
て
も
ら
わ
な
か
っ
た

ら
、「
ど
う
に
も
で
き
な
く
て
、
に
っ
ち
も
さ

っ
ち
も
い
か
な
く
て
、
本
当
に
路
頭
に
迷
っ

て
い
た
」
だ
ろ
う
と
回
想
す
る
。

〈
紛
争
の
予
防
・
解
決
に
向
け
て
の
示
唆
〉

１
．
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
会
社
の
拒
否
に
よ
り
、

書
面
の
雇
用
契
約
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
実
態
は
労
働
者
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
労
災
保
険
の

被
加
入
者
で
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
労
災
に

遭
っ
た
ら
当
然
労
災
申
請
を
す
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
会
社
は
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
請

負
雇
用
で
あ
る
と
主
張
し
、
労
災
申
請
へ

の
協
力
を
拒
否
し
た
こ
と
で
紛
争
が
起
き

た
。
会
社
が
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
働
く
実
態
（
労

働
者
性
）
と
法
律
に
基
づ
い
て
労
災
申
請

に
協
力
し
て
い
た
ら
、
今
回
の
紛
争
は
起

き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
経
営
者
の
遵

法
を
徹
底
化
す
る
こ
と
が
紛
争
の
予
防
に
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役
立
つ
。

２
．
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
怪
我
は
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
求

め
た
足
場
や
脚
立
の
設
置
が
あ
っ
た
ら
防

げ
た
と
み
ら
れ
る
。「
足
場
を
組
む
余
裕

が
な
い
、
お
金
が
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、

Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
願
い
は
退
け
ら
れ
た
。
現
場

の
担
当
者
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
た
ら
、

今
回
の
紛
争
の
基
に
な
っ
た
怪
我
は
防
げ

た
は
ず
で
あ
る
。
今
回
の
怪
我
や
労
災
の

申
請
で
、
企
業
は
ど
の
く
ら
い
負
担
を
負

う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

日
々
、
一
般
従
業
員
と
の
労
使
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
現
場
労
働
者
の
意
見
の
吸

い
上
げ
が
充
実
し
て
い
れ
ば
、
今
回
の
怪

我
は
予
防
で
き
た
と
み
ら
れ
る
。

３
．
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
怪
我
の
後
遺
症
で
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
何
で
も
家

と
か
こ
う
い
う
建
物
を
つ
く
る
こ
と
が
好

き
で
、
そ
れ
を
生
き
が
い
」
に
し
て
き
た

本
人
の
生
き
る
意
味
を
今
回
の
怪
我
が
奪

っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
国
は
有
能
な
人
材
を
失

っ
た
し
、
ま
た
、
怪
我
が
な
か
っ
た
ら
負

う
必
要
も
な
か
っ
た
障
害
年
金
や
治
療
費

な
ど
を
負
担
し
、
財
政
的
な
マ
イ
ナ
ス
効

果
を
被
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
紛
争
に

限
っ
て
み
て
も
、
労
働
者
を
守
る
こ
と
は

結
果
的
に
財
政
的
に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
、

怪
我
の
な
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
、

国
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
一
つ
の
道
で

あ
る
。
建
設
現
場
で
の
安
全
衛
生
の
確
保

が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

４
．
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ

ン
の
福
森
書
記
長
の
こ
と
を
「
神
様
み
た

い
な
人
」
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
た
。
書

記
長
の
紛
争
解
決
の
取
り
組
み
が
な
か
っ

た
ら
、
今
ま
で
築
い
て
き
た
家
屋
敷
が
売

ら
れ
て
し
ま
い
、
路
頭
に
迷
っ
て
い
た
だ

ろ
う
と
の
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
回
想
を
思
い
起
こ

せ
ば
、
そ
の
よ
う
な
評
価
も
肯
け
る
。
書

記
長
は
、
自
ら
病
院
に
駆
け
つ
け
た
し
、

ま
た
、
会
社
と
の
団
交
、
社
労
士
と
の
話

し
合
い
、
病
院
と
の
話
し
合
い
、
そ
し
て

障
害
年
金
受
給
申
請
な
ど
に
至
る
ま
で
、

親
身
に
な
っ
て
Ｉ
Ｕ
さ
ん
を
助
け
た
。
組

織
と
し
て
の
連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ
ン
だ

け
で
は
な
く
、
福
森
書
記
長
個
人
の
熱
意

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
紛
争

解
決
と
い
え
る
。

５
．
最
後
に
、
障
害
年
金
の
申
請
に
あ
た
り
、

病
院
の
診
断
は
右
眼
の
視
力
を
〇
・
二
と

し
た
が
、
そ
れ
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
Ｋ

書
記
長
は
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
を
連
れ
て
直
接
基

準
監
督
署
に
行
き
、
監
督
署
で
の
検
査
な

ど
を
経
て
、
右
眼
の
失
明
状
態
を
証
明
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
七

等
級
の
障
害
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
監
督
署
が
病
院
の
診
断
だ
け
に
頼

ら
ず
、
福
森
書
記
長
の
問
題
提
起
に
真
摯

に
対
応
し
た
こ
と
が
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の
障
害

の
実
態
に
見
合
う
障
害
等
級
決
定
に
結
び

付
い
た
。

②
Ｔ
さ
ん
（
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
の
組

合
員
）（
30
）

〈
個
人
属
性
・
職
場
状
況
〉

　

一
九
八
九
年
四
月
、
大
学
卒
業
後
製
紙
会

社
の
一
般
職
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
製

紙
会
社
で
は
、
毎
年
四
月
に
な
っ
た
ら
一
人

一
人
応
接
室
に
女
性
だ
け
呼
ば
れ
て
、「
採
用

計
画
を
立
て
る
け
ど
、
退
職
、
結
婚
の
予
定

は
あ
る
の
」
と
聞
か
れ
る
と
い
う
慣
行
が
あ

っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
後
半
に
、
会
社
は
、
新

陳
代
謝
と
い
う
名
目
の
下
、
三
〇
歳
以
上
の

女
性
従
業
員
を
退
職
さ
せ
る
方
針
を
決
め
た

よ
う
だ
。社
内
で
は
、「
女
性
三
〇
歳
高
齢
者
」

と
い
う
こ
と
で
暗
黙
の
肩
た
た
き
が
行
わ
れ

て
い
た
。

〈
紛
争
の
き
っ
か
け
：
退
職
勧
奨
＝
「
女
性

三
〇
歳
高
齢
者
」
肩
た
た
き
〉

　

会
社
は
、
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
退
職
す
る

女
性
正
社
員
の
代
わ
り
に
契
約
社
員
を
採
用

し
は
じ
め
て
契
約
社
員
に
よ
る
正
社
員
の
代

替
を
進
め
た
。
同
年
八
月
頃
、「
女
性
社
員
を

み
ん
な
い
っ
た
ん
退
職
扱
い
に
し
て
契
約
社

員
に
契
約
を
し
直
す
ら
し
い
よ
」
と
い
う
う

わ
さ
が
Ｔ
さ
ん
の
耳
に
入
っ
た
。
具
体
的
な

情
報
が
一
切
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
心
配

は
し
「
支
店
長
ら
の
動
き
を
ち
ょ
っ
と
気
に

し
て
い
た
」
が
、
何
も
な
か
っ
た
。
そ
の
う

ち
、
Ｔ
さ
ん
の
務
め
て
い
た
支
店
の
ほ
う
で

「
女
性
（
契
約
社
員
）
の
募
集
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
誰
も
や
め
ん
の
に

な
ん
で
？　

み
た
い
な
話
に
な
っ
た
」
と
い

う
。
会
社
は
、
Ｔ
さ
ん
た
ち
に
対
し
て
と
く

に
何
の
説
明
も
な
く
求
人
募
集
を
は
じ
め
て

面
接
な
ど
の
採
用
活
動
を
進
め
て
い
っ
た
。

毎
年
四
月
に
行
わ
れ
る
退
職
予
定
を
聞
く
ヒ

ア
リ
ン
グ
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
一
〇
月

に
も
う
一
回
行
わ
れ
た
。
当
時
、
Ｔ
さ
ん
の

属
し
て
い
た
一
般
紙
部
門（
31
）
に
は
三
〇
歳

以
上
の
女
性
従
業
員
が
五
人
い
た
が
、
全
員

が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
た
。
そ
の
う
ち
一
人

が
結
婚
で
退
職
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
残

り
の
四
人
は
全
員
「
や
め
ま
せ
ん
」
と
い
っ

た
。
会
社
は
、
自
然
退
職
者
が
一
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
上
、
年
齢
が
最
も
高
い
二

人
を
呼
び
、「
今
す
ぐ
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど

も
、
会
社
も
新
陳
代
謝
し
な
く
て
は
い
け
な

い
の
で
考
え
て
お
い
て
く
れ
な
い
か
」
と
い

っ
た
。
そ
の
二
人
に
は
Ｔ
さ
ん
も
含
ま
れ
て

い
て
退
職
勧
奨
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〈
紛
争
解
決
〉

　

Ｔ
さ
ん
は
、
会
社
に
同
様
に
呼
ば
れ
た
も

う
一
人
と
共
に
、
知
人
か
ら
友
達
関
係
に
あ

る
Ｆ
県
労
働
福
祉
事
務
所
相
談
員
を
紹
介
さ

れ
た
。
す
ぐ
そ
の
相
談
員
に
相
談
し
た
ら
連

合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
に
入
る
の
が
一
番
だ
と
い

っ
て
直
接
ユ
ニ
オ
ン
の
書
記
長
に
電
話
し
て

く
れ
て
訪
問
日
時
を
決
め
た
。
土
曜
日
夕
方

相
談
し
て
、
翌
週
月
曜
日
の
夕
方
に
訪
問
で

き
た
こ
と
が
、
Ｔ
さ
ん
に
と
っ
て
感
激
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
の
志
水
輝
美
書
記
長

と
の
や
り
と
り
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま

ず
、
書
記
長
は
、
Ｔ
さ
ん
が
勤
め
て
い
る
会

社
に
労
働
組
合
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の

組
合
に
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
Ｔ
さ
ん

は
、
翌
日
、
企
業
内
組
合
専
従
役
員
に
契
約

社
員
の
採
用
が
決
ま
っ
て
退
職
勧
奨
を
さ
れ

引
継
ぎ
を
い
わ
れ
た
こ
と
を
告
げ
た
が
、「
会
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社
が
採
用
活
動
を
す
る
の
は
、
そ
れ
は
会
社

の
人
事
権
の
問
題
だ
か
ら
組
合
が
ど
う
こ
う

言
え
る
問
題
じ
ゃ
な
い
」、
会
社
に
「
引
き

継
ぎ
を
し
て
く
れ
」
と
い
わ
れ
た
ら
「
と
り

あ
え
ず
そ
れ
は
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
返

さ
れ
た
。
ま
た
、「
Ｔ
さ
ん
の
退
職
勧
奨
の
こ

と
に
つ
い
て
人
事
部
長
に
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
や
め
さ
せ
る
と
か
そ
う
い
う
の
は
考
え
て

い
な
い
み
た
い
」
と
も
言
っ
た
。
Ｔ
さ
ん
は
、

書
記
長
に
こ
う
い
う
組
合
の
対
応
を
報
告
し

た
。
書
記
長
は
、
そ
の
組
合
が
上
部
組
織
に

入
っ
て
い
な
い
単
独
の
組
合
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
会
社
に
団
交
申
し
入
れ
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
そ
の
際
、
書
記
長
は
、
Ｔ
さ
ん

ら
は
退
職
勧
奨
さ
れ
て
会
社
に
「
裏
切
ら
れ

た
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
の
す
ご
く
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、
も
う
引
き
続
き

仕
事
を
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
全
く
な
く
な

っ
て
い
た
」
こ
と
を
確
認
し
、
退
職
を
前
提

に
条
件
交
渉
を
す
る
と
い
う
認
識
を
有
し
て

い
た
。

　

会
社
は
ユ
ニ
オ
ン
の
団
体
交
渉
に
素
直
に

応
じ
、
ユ
ニ
オ
ン
の
要
求
を
す
べ
て
の
む
形

で
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
会
社
の

退
職
勧
奨
の
証
拠
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
Ｆ
支
店
の
支
店
長
が
「
女
子
高
齢
者
」

へ
の
退
職
勧
奨
に
つ
い
て
記
し
た
コ
ピ
ー
用

紙（
32
）
を
取
り
忘
れ
、
ユ
ニ
オ
ン
が
そ
れ
を

確
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ユ
ニ
オ
ン
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、
会

社
に
対
し
Ｔ
さ
ん
ら
の
組
合
加
入
通
知
並
び

に
団
体
交
渉
申
し
入
れ
を
行
い
、
翌
年
一
月

協
定
書
を
結
び
退
職
勧
奨
事
件
を
解
決
し
た
。

主
要
交
渉
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
解

決
金
は
約
四
九
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

　

第
一
に
、
退
職
勧
奨
を
認
め
当
事
者
に
謝

罪
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
組
合
が

証
拠
を
持
っ
て
い
た
の
で
会
社
は
素
直
に
退

職
勧
奨
を
撤
回
し
、
謝
罪
に
応
じ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

　

第
二
に
、
退
職
金
は
会
社
都
合
に
よ
る
金

額
を
払
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｔ
さ
ん
は
、
会
社

を
退
職
し
再
就
職
す
る
の
に
一
年
分
の
年
収

が
必
要
と
考
え
、
会
社
都
合
に
よ
る
退
職
金

が
そ
れ
に
当
た
る
と
見
て
要
求
し
た
が
、
会

社
は
そ
の
ま
ま
認
め
て
支
払
う
こ
と
に
し
た
。

　

第
三
に
、
退
職
勧
奨
問
題
の
解
決
金
と
い

う
意
味
で
退
職
手
当
の
加
給
を
支
払
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
も
会
社
は
そ
の
ま
ま
応
じ
た
。

　

第
四
に
、
残
業
代
未
払
い
分
の
支
払
と
年

次
有
給
休
暇
残
余
日
数
の
買
上
を
行
う
こ
と

で
あ
る
。
残
業
代
未
払
い
分
の
支
払
を
求
め

る
た
め
に
は
残
業
し
た
と
い
う
記
録
が
必
要

で
あ
っ
た
が
、
当
事
者
に
断
片
的
な
記
録
し

か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
会
社
は
、
記
録
の

な
い
残
業
に
つ
い
て
追
認
し
て
か
な
り
の
未

払
い
残
業
代
を
払
っ
た
。
年
次
有
給
休
暇
買

上
も
要
求
ど
お
り
行
わ
れ
た
。

　

第
五
に
、
退
職
勧
奨
の
再
発
防
止
策
を
講

ず
る
こ
と
で
あ
る
。
会
社
は
、
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
女
性

従
業
員
の
み
に
結
婚
の
予
定
に
つ
い
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
う
行
為
も
均
等
法
に
抵
触
す

る
」
旨
を
明
記
し
た
も
の
を
社
内
報
に
掲
載

し
た
。
ま
た
、
そ
の
旨
を
ユ
ニ
オ
ン
に
報
告

し
た（
33
）。

　

会
社
は
、
九
州
で
退
職
勧
奨
事
件
の
こ
と

で
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
団
体
交
渉
の
申
し
入
れ
を

受
け
る
な
ど
が
あ
っ
て
全
社
的
に
退
職
勧
奨

が
収
ま
り
、「
今
の
と
こ
ろ
聞
く
限
り
で
は
ま

だ
正
社
員
の
人
も
ず
っ
と
勤
め
続
け
て
い
る

の
で
、
少
な
く
と
も
現
行
の
再
発
防
止
と
い

う
の
に
は
な
っ
た
」
と
、
Ｔ
さ
ん
は
述
懐
し

た
。

〈
紛
争
の
予
防
・
解
決
に
向
け
て
の
示
唆
〉

１
．
Ｔ
さ
ん
の
労
働
紛
争
は
、
会
社
の
「
女

性
三
〇
歳
高
齢
者
」
肩
た
た
き
か
ら
発
生

し
た
。
会
社
も
認
め
て
い
る
通
り
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
違
反
が
労
働
紛
争
を

引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
同
法
の
周
知

や
遵
法
の
徹
底
化
は
こ
の
よ
う
な
労
働
紛

争
の
予
防
に
欠
か
せ
な
く
そ
の
た
め
の
具

体
的
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
企
業
内
労
働
組
合
の
経
営
チ
ェ
ッ
ク
機

能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
上
記
の
と
お

り
、
Ｔ
さ
ん
の
勤
務
先
企
業
で
は
、「
女
性

三
〇
歳
高
齢
者
」
肩
た
た
き
が
慣
行
化
さ

れ
て
い
る
。
企
業
内
労
働
組
合
は
、
そ
の

よ
う
な
実
態
を
見
過
ご
し
て
き
た
と
い
わ

れ
て
も
仕
方
な
く
、
女
性
組
合
員
の
雇
用

を
守
る
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し

て
こ
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

組
合
の
経
営
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て

き
た
ら
今
回
の
紛
争
は
予
防
で
き
た
は
ず

で
あ
る
。
経
営
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す

た
め
に
も
、
日
々
組
合
員
か
ら
の
意
見
の

把
握
や
吸
い
上
げ
が
何
よ
り
も
組
合
の
重

要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

３
．
今
回
、
Ｔ
さ
ん
の
労
働
紛
争
解
決
は
、

当
該
事
件
の
解
決
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
様

の
紛
争
の
予
防
に
も
つ
な
が
っ
た
と
評
価

で
き
る
。
再
発
防
止
に
向
け
た
ユ
ニ
オ
ン

の
交
渉
戦
術
は
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

４
．
労
働
者
は
、
法
に
触
れ
る
よ
う
な
会
社

実
態
に
対
し
て
は
、
二
〇
〇
六
年
施
行
さ

れ
た
公
益
通
報
者
保
護
法
に
基
づ
い
て
対

応
を
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
が
、
も
し
紛
争

が
起
き
た
ら
そ
れ
を
有
利
に
解
決
す
る
た

め
に
は
関
連
証
拠
を
確
保
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

５
．
ま
と
め

　

以
上
、
労
働
組
合
の
労
働
紛
争
解
決
・
予

防
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
を
中
心
に
み
て
み
た
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
を
通
じ
て
労
働

紛
争
を
解
決
し
た
二
つ
の
個
別
事
例
に
つ
い

て
詳
し
く
考
察
し
た
。
最
後
に
、
本
文
の
内

容
以
外
に
、
労
働
紛
争
解
決
に
あ
た
り
、
い

く
つ
か
の
示
唆
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
第

一
に
、
労
働
紛
争
の
ほ
と
ん
ど
が
使
用
者
の

法
令
違
反
か
ら
発
生
し
た
。
法
令
遵
守
の
徹

底
化
、
そ
の
た
め
の
実
効
性
の
あ
る
対
策
が

求
め
ら
れ
る
。
第
二
に
、
二
つ
の
事
例
で
み

た
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、

労
働
紛
争
を
抱
え
て
い
る
労
働
者
の
救
世
主

の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ユ
ニ

オ
ン
幹
部
の
温
か
く
か
つ
丁
重
な
対
応
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
第
三
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ユ
ニ
オ
ン
は
、
企
業
内
で
解
決
で
き
な
い
労

働
紛
争
と
い
う
社
会
的
な
問
題
を
解
決
し
て

い
る
。
行
政
機
関
で
も
解
決
で
き
な
い
労
働

紛
争
を
処
理
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
労
働
紛
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争
の
解
決
と
い
う
面
で
は
、
行
政
機
関
や
司

法
機
関
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
と
い
っ

て
過
言
で
は
な
く（
34
）、
大
多
数
の
企
業
別

労
働
組
合
と
は
異
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
労
働
紛
争
の
解
決
と
い
う
公
共
的
な
働

き
に
対
し
て
何
ら
か
の
形
で
公
的
な
支
援
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
特
集
テ
ー
マ
で
あ
る
「
企
業
内
紛

争
の
予
防
と
処
理
」
と
い
う
視
点
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
存
在
意
義
を
考
え

て
み
た
い
。
Ｔ
さ
ん
の
事
例
で
み
た
よ
う
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
当
該
労
働

紛
争
だ
け
を
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、「
女
性

三
〇
歳
高
齢
者
」
と
い
う
暗
黙
の
退
職
勧
奨

を
防
ぐ
と
い
う
紛
争
予
防
の
役
割
を
も
果
た

し
た
。
労
働
紛
争
と
そ
の
解
決
を
人
事
労
務

管
理
の
改
善
の
た
め
の
機
会
と
し
て
と
ら
れ

そ
れ
を
活
か
せ
る
か
ど
う
か
、
当
該
企
業
の

姿
勢
・
決
断
次
第
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
そ
の
よ
う
な
機
会
を
提
供

す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ど

の
企
業
・
組
織
も
少
な
か
ら
ぬ
労
働
紛
争
の

種
を
持
っ
て
い
る
。
企
業
は
、
企
業
内
労
働

紛
争
を
も
っ
ぱ
ら
抑
え
込
む
べ
き
回
避
の
対

象
と
み
な
さ
ず
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
よ
り
よ

い
職
場
環
境
を
作
る
き
っ
か
け
と
前
向
き
に

捉
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
企
業
の
外
か
ら
そ
れ

を
応
援
し
て
い
る
と
い
え
ば
、
言
い
す
ぎ
な

の
だ
ろ
う
か
。

【
参
考
資
料
・
文
献
】

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
（
二
〇
〇
六
）『U

ni V
ision　

働
く

尊
厳
を
求
め
て
』（
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
結
成
一
〇
周
年

記
念
誌
）。

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
（
二
〇
〇
七
）『
第
一
二
回
定
期
大
会

議
案
書
』。

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
（
二
〇
〇
八
）『
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン

現
状
と
課
題
』（
二
〇
〇
八
年
三
月
三
〇
日
、
札
幌
パ
ー

ト
ユ
ニ
オ
ン
総
会
発
表
資
料
）。

連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
（
二
〇
〇
八
）『
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン

の
戦
い
』（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
六
日
、
大
分
ふ
れ
あ
い

ユ
ニ
オ
ン
大
会
発
表
資
料
）。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
研
究
会
編
（
一
九
八
八
）『
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
宣
言
』
第
一
書
林
。

中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
編
（
二
〇
〇
六
）『
平
成
一
七
年

労
働
委
員
会
年
報
第
六
〇
集
』。

深
沢
幸
子
（
二
〇
〇
八
）『
パ
ワ
ハ
ラ
社
長
に
も
の
申
し
た

日
』
お
き
た
ま
ユ
ニ
オ
ン
。

〔
注
〕

１
．
今
回
の
一
連
の
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
御
配
慮
下
さ

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

共
同
代
表
の
小
野
博
文
様
、、
事
務
局
長
の
黒
崎
隆
雄

様
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り

て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。

２
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
研
究
会
編（
一
九
八
八
）

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
宣
言
』
第
一
書
林
。

３
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
11.plala.or.jp/

kobeunion/cm
_union/union_net.htm

l

４
．
そ
の
ほ
か
、
労
働
相
談
活
動
、
共
済
活
動
等
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
。

５
．
中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
編
（
二
〇
〇
六
）『
平
成
一

七
年
労
働
委
員
会
年
報
第
六
〇
集
』。
労
働
委
員
会
の

集
計
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
で
は
な
く
合

同
労
組
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。
合
同
労
組
す

べ
て
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
で
あ
る
か
は
確
認

で
き
な
い
。

６
．
例
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
九
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
七
年

八
月
三
一
日
ま
で
の
一
年
間
、
同
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
加
入

者
は
一
二
六
人
、
脱
退
者
も
一
〇
六
人
と
加
入
・
脱
退

が
激
し
い
。
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
（
二
〇
〇
七
）『
第
一

二
回
定
期
大
会
議
案
書
』。

７
．
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
加
入
は
、
必
ず
書
記
長
と
の
面
談
と

承
認
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
ユ
ニ
オ
ン
活
動
の

妨
害
者
が
ユ
ニ
オ
ン
に
入
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る

と
い
う
。

８
．
組
合
員
数
、
事
件
の
内
容
、
解
決
方
法
の
数
値
に
は
、

二
〇
〇
七
年
の
も
の
は
入
っ
て
い
な
い
。

９
．
一
つ
の
労
働
紛
争
件
数
に
は
男
女
両
方
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
、
男
性
、
女
性
そ
れ
ぞ
れ
一
件
に
し
、
ま
た
、

一
つ
の
事
件
に
同
性
が
複
数
あ
っ
て
も
一
件
と
カ
ウ
ン

ト
し
た
。

10
．
研
修
の
開
催
通
知
の
右
ペ
ー
ジ
に
は
、
福
岡
地
区
労

セ
ン
タ
ー
と
Ｋ
物
流
シ
ス
テ
ム
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た

確
認
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
、
同
セ
ン

タ
ー
が
、
業
務
上
で
の
事
故
に
伴
う
車
修
理
代
を
事
故

発
生
者
の
賃
金
か
ら
天
引
き
し
た
会
社
の
行
為
に
対
し
、

そ
の
撤
回
を
求
め
て
勝
利
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

11
．  

最
近
、
あ
る
地
方
新
聞
社
社
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
対

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
と
と
も
に
闘
っ
た

詳
し
い
事
例
報
告
と
し
て
は
、深
沢
幸
子（
二
〇
〇
八
）

『
パ
ワ
ハ
ラ
社
長
に
も
の
申
し
た
日
』
お
き
た
ま
ユ
ニ

オ
ン
。

12
．
Ｉ
Ｕ
さ
ん
に
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月
二
八
日
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
多
忙
の
中
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
快
く

応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
Ｉ
Ｕ
さ
ん
、
ま
た
、
ご
紹
介
に
あ

た
っ
た
連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ
ン
の
福
森
勉
書
記
長
に

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

13
．
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、

同
社
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
創
業
以
来
、
二
〇
〇
六

年
五
月
ま
で
に
新
築
六
七
八
棟
、
増
改
築
四
九
七
棟
、

そ
し
て
民
家
再
生
二
八
棟
の
工
事
実
績
を
記
録
し
て
い

る
。

14
．
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
採
用
さ
れ
る
と
き
に
、
雇
用
契
約
を

何
か
紙
に
「
明
記
し
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
ん
だ
が
、「
う

ち
の
会
社
は
、
大
工
さ
ん
た
ち
を
雇
っ
て
仕
事
を
し
て

も
ら
う
場
合
は
、
口
頭
で
指
示
を
し
て
契
約
し
ま
す
か

ら
」
と
断
ら
れ
た
と
い
う
。

15
．
会
社
（
専
務
）
は
、
六
時
前
に
仕
事
が
終
わ
る
と
分

単
位
で
賃
金
を
差
し
引
い
た
と
い
う
。「
と
に
か
く
給

料
は
ち
ゃ
ん
と
一
円
た
り
と
も
少
な
く
払
う
、
一
円
ま

で
入
れ
る
人
で
し
た
か
ら
。
給
料
明
細
見
て
も
、
一
円

ま
で
入
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
普
通
は
一
〇
円
で
切

っ
て
ま
す
よ
。
一
〇
円
ぐ
ら
い
で
一
円
は
。
と
い
う
こ

と
は
、
こ
ま
め
に
計
算
し
て
、
時
間
は
夕
方
の
六
時
ま

で
仕
事
を
し
な
い
と
、
一
〇
分
前
に
で
も
や
め
て
い
る

と
、
一
〇
分
間
差
し
引
き
ま
す
よ
」
と
い
う
形
で
給
料

を
支
払
っ
た
と
い
う
。

16
．
怪
我
し
た
右
の
眼
は
外
面
は
正
常
の
よ
う
に
見
え
る

が
、「
目
か
ら
脳
に
伝
え
る
神
経
が
折
れ
て
直
角
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
一
生
見
え
な
い
」
と
、
病
院
の
先
生
に
言

わ
れ
、
完
全
失
明
の
状
態
と
な
っ
た
。

17
．
幅
は
一
〇
・
五
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。

18
．
約
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

19
．
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、
一
月
二
四
日
、
怪
我
を
し
て
入
院
し

五
月
三
日
に
退
院
、
そ
の
後
、
一
〇
月
頃
ま
で
通
院
し

た
。

20
．
し
か
し
、
専
務
は
、「
も
う
三
〇
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
貯

金
し
て
い
る
ん
で
す
よ
っ
て
、
自
分
だ
け
儲
か
っ
て
い

る
」
と
い
う
実
態
が
あ
る
な
か
で
、
お
金
が
な
い
と
い

う
の
は
言
い
訳
し
か
聞
こ
え
な
い
と
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
い
う
。

ま
た
、
社
長
が
バ
ブ
ル
の
時
に
借
金
を
一
〇
〇
〇
〜
二

〇
〇
〇
万
程
度
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
専
務
が

そ
れ
を
も
全
部
返
済
す
る
ほ
ど
儲
け
が
よ
か
っ
た
と
い

う
。
こ
の
よ
う
に
、
専
務
が
お
金
を
儲
け
よ
う
と
す
る

理
由
の
一
つ
に
、
五
〇
歳
前
後
で
あ
る
が
、
肝
臓
病
を

患
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
、
い
つ
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
の
で
、
当
時
中
学
生
の
息
子
の
こ
と
を
考
え
て

お
金
を
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
こ
と
が
お
金
儲
け
に
執

着
し
た
理
由
の
一
つ
だ
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
推
測
し
て
い
る
。

足
場
を
作
る
費
用
は
約
三
万
円
以
上
と
み
ら
れ
る
が
、

今
回
の
車
庫
設
置
代
金
は
、
庭
や
車
庫
ま
で
の
ア
プ
ロ

ー
チ
工
事
も
一
緒
だ
っ
た
か
ら
約
二―

三
〇
〇
万
円
と

推
定
さ
れ
る
と
い
う
。

21
．「
治
療
費
と
か
健
康
保
険
と
か
と
い
う
の
は
、
向
こ

う
か
ら
一
言
も
出
な
い
ん
で
す
よ
。
見
舞
い
に
来
て
も

向
こ
う
は
出
さ
な
い
ん
で
す
。
自
分
で
す
る
ん
だ
ろ
う

と
い
う
よ
う
な
」
と
い
う
会
社
の
対
応
で
あ
っ
た
と
い

う
。

22
．
会
社
か
ら
「
労
災
は
使
え
な
い
」
と
説
得
さ
れ
る
と

き
に
、「
会
社
が
（
民
間
：
呉
）
保
険
に
入
っ
て
い
る
か

ら
、
保
険
が
い
っ
ぱ
い
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
Ｉ
Ｕ

さ
ん
の
ほ
う
に
渡
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

23
．
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
、「
借
金
し
て
こ
の
先
い
つ
ま
で
仕
事
が

で
き
る
か
わ
か
ら
ん
か
ら
も
う
売
っ
た
ほ
う
が
い
い
か

も
」
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
時
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
の

家
の
上
に
幼
稚
園
が
あ
る
が
、
そ
の
園
が
「
売
っ
て
く

れ
売
っ
て
く
れ
と
ず
っ
と
来
て
い
た
」
こ
と
も
あ
っ
て

売
る
方
に
気
持
ち
が
傾
い
た
そ
う
で
あ
る
。

24
．
当
時
、
家
の
ロ
ー
ン
の
支
払
い
が
一
年
く
ら
い
残
っ

て
い
た
と
い
う
。
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25

25
．
残
業
代
を
請
求
し
た
ら
、
社
長
に
怒
ら
れ
て
「
お
前
、

そ
ん
な
請
求
す
る
ん
な
ら
首
や
ぞ
」
っ
て
言
わ
れ
た
と

い
う
。
案
の
定
、
息
子
さ
ん
は
残
業
代
を
も
ら
え
ず
に

首
に
な
っ
て
、
助
け
を
求
め
て
連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ

ン
に
連
絡
し
、
ち
ゃ
ん
と
残
業
代
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
書
記
長
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
。

26
．
書
記
長
は
、
団
交
の
と
き
に
は
、「
あ
る
意
味
命
を
か

け
る
ぐ
ら
い
の
つ
も
り
で
」
い
く
と
い
う
。「
お
ど
お

ど
し
ち
ゃ
う
と
、（
会
社
は
労
働
者
を
）
本
当
に
ご
み
み

た
い
に
扱
う
」
か
ら
と
い
い
団
交
の
決
意
を
改
め
て
語

っ
て
く
れ
た
。

27
．
会
社
は
、
Ｉ
Ｕ
さ
ん
が
連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ
ン
に

加
入
し
労
災
申
請
に
動
い
て
か
ら
は
ま
っ
た
く
Ｉ
Ｕ
さ

ん
に
連
絡
を
し
て
こ
な
か
っ
た
、ま
さ
に「
音
信
不
通
」

だ
っ
た
。
ま
た
、
専
務
は
、「
私
が
仕
事
中
、
元
気
な
と

き
は
い
い
感
じ
の
付
き
合
い
を
し
て
い
た
け
ど
、
怪
我

し
た
途
端
に
人
格
が
変
わ
る
の
か
」、「
怪
我
し
た
後
は

向
こ
う
が
鬼
み
た
い
に
見
え
て
き
て
。
人
の
こ
と
は
何

と
も
な
い
ん
だ
な
」
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
、
対
応
が
冷

た
く
な
っ
た
と
い
う
。

28
．
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
退
院
す
る
ま
で
三
カ
所
の
病
院
で
治
療

を
受
け
た
が
、
労
災
が
決
ま
る
前
、
病
院
か
ら
「
仮
の

支
払
い
を
一
応
済
ま
せ
て
く
れ
、
払
う
方
法
だ
け
は
ち

ゃ
ん
と
署
名
し
て
転
院
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ
ン
書
記
長
は
、
病
院

に
連
絡
を
と
り
労
災
に
す
る
こ
と
を
告
げ
て
Ｉ
Ｕ
さ
ん

が
治
療
費
を
払
わ
な
い
で
済
む
よ
う
に
し
た
が
、
そ
れ

も
「
書
記
長
が
知
り
合
い
が
多
い
か
ら
」
で
き
た
こ
と

だ
と
Ｉ
Ｕ
さ
ん
は
述
べ
て
い
る
。
実
際
、
書
記
長
は
顔

が
広
く
病
院
、
弁
護
士
、
社
労
士
等
あ
ら
ゆ
る
方
面
で

人
脈
を
も
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
っ
た
。

29
．
年
金
額
は
、
七
級
で
月
九
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。

怪
我
か
ら
約
二
年
か
か
っ
て
障
害
認
定
が
決
ま
っ
た
。

30
．
Ｔ
さ
ん
に
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
一
日
、
連
合

福
岡
ユ
ニ
オ
ン
事
務
所
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
多

忙
の
中
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
Ｔ

さ
ん
、
ま
た
、
ご
紹
介
に
あ
た
っ
た
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ

ン
の
志
水
輝
美
書
記
長
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
る
。

31
．
Ｔ
さ
ん
の
勤
め
て
い
た
製
紙
会
社
の
Ｋ
支
店
で
は
、

企
業
の
使
う
印
刷
用
紙
か
新
聞
用
紙
を
担
当
す
る
一
般

用
紙
事
業
部
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
オ
ム
ツ
な
ど
の
一
般
消

費
者
向
け
の
販
売
を
担
当
す
る
家
庭
紙
事
業
部
に
分
か

れ
て
い
た
が
、
御
本
人
は
一
般
紙
部
門
に
属
し
て
い
た
。

32
．
コ
ピ
ー
用
紙
に
は
「
五
人
の
女
子
高
齢
者
（
三
〇
歳

以
上
）
の
合
理
化
は
継
続
し
て
進
め
る
」
と
明
記
さ
れ

て
い
た
。

33
．
別
の
人
も
Ｔ
さ
ん
と
ほ
ぼ
同
様
の
解
決
を
見
た
。

34
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
労
働
紛
争
解
決
は
、

そ
の
大
半
が
企
業
と
の
交
渉
で
自
主
解
決
の
形
で
終
結

す
る
。
企
業
の
同
意
が
な
け
れ
ば
自
主
解
決
で
き
な
い
。

自
主
解
決
は
企
業
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
労
働
紛
争

解
決
の
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
紛
争
を
抱
え
る
労

働
者
は
、
紛
争
解
決
の
た
め
に
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し
、

解
決
さ
れ
る
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ユ
ニ
オ
ン
を
脱
退
す

る
。
以
上
の
面
か
ら
み
る
と
、
労
働
紛
争
の
解
決
や
解

決
の
際
の
一
過
性
的
な
係
わ
り
と
い
う
公
共
的
な
働
き

は
行
政
や
司
法
機
関
と
さ
ほ
ど
違
わ
な
い
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

お
う
・
は
く
す
う

　

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
）
副
主
任
研
究
員
。
専
門
分
野
は
産
業
社

会
学･

労
使
関
係
論
。
最
近
の
論
文
に
「
企

業
と
労
働
組
合―

労
使
関
係
と
労
使
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
佐
藤
博
樹
・
佐
藤
厚
編『
仕

事
の
社
会
学
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
）、「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
と
企
業
別
組
合
の
役
割
」（
稲
上
毅
・
連

合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
編
『
労
働
Ｃ
Ｓ
Ｒ

―

労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と
課

題
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
シ
リ
ー
ズ
№
２
『
労
働
条
件
決

定
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
方
向
性―

集
団
的
発

言
機
構
の
整
備
・
強
化
に
向
け
て―

』（
二
〇

〇
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

576 July. 2008

特集 ＝労働契約法と
改正パート労働法

【提言】
 形成過程の中国労働法体系 高見澤麿
【論文】
 労働契約法の制定――意義と課題 山川隆一
 労働契約法制定過程と法制定の意義・評価――労働者側弁護士の立場から 宮里邦雄
 労働契約法の制定過程と今後の展望――使用者側弁護士の立場から 中町誠
 中国労働契約法の内容とその意義 山下昇
 均衡待遇と差別禁止――改正パートタイム労働法の意義と課題 両角道代
 正社員および非正社員の賃金と仕事に関する意識 奥西好夫
 改正パートタイム労働法のインパクト――経済学的考察 権丈英子
【投稿（研究ノート】
 公共職業安定所職員の精神健康と一般職業紹介の業務ストレッサーについて　
　  高橋美保
 欧州の雇用失業統計における、長期育児休業取得者（雇用者）
 の取扱の違い、Ｍ字カーブ、従業率　 佐藤哲彰
【書評論文】
 田口典男著『イギリス労使関係のパラダイム転換と労働政策』と上田眞士著
 『現代イギリス労使関係の変容と展開――個別管理の発展と労働組合』を読む 小笠原浩一
【書評】
 大橋範雄著『派遣労働と人間の尊厳――使用者責任と均等待遇原則を中心に』 中内哲
【論文Today】
 「個と公――個人レベルの情動が集団レベルでの情動に集約される瞬間」 
  中島由佳
【フィールド・アイ】
 シエスタの国の労働時間 石原真三子

7575 June. 2008

特集 ＝長時間労働

【提言】
 人材と人財 山田昭男
【論文】
 日本の長時間労働――国際比較と研究課題 小倉一哉
 日本の労働時間規制の課題――長時間労働の原因をめぐる法学的分析 梶川敦子
 仕事管理と労働時間――長労働時間の発生メカニズム 佐藤厚
 長時間労働と健康問題――研究の到達点と今後の課題 岩崎健二
 労働時間と税制――Prescott 論文を巡って 國枝繁樹
【紹介】
 ＵＩゼンセン同盟 における労働時間適正化への取り組み 千頭洋一
 東京電力における労働時間適正化への取り組み 伊藤篤
【書評】
 奥津眞里著『失業者の求職行動と意識――再就職支援のあり方を探る』
  吉田恵子
【読書ノート】
 佐藤博樹・小泉静子著
 　『不安定雇用という虚像――パート・フリーター・派遣の実像』 中野麻美
【論文Today】
 Ｓ．Ｒ．バゲンストス
 「現代型雇用差別に対する新たな法的アプローチとその課題」 所浩代

【フィールド・アイ】
 スペインの民主化３０年 石原真三子
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